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市/平成 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 予測 29 予測 31 予測 
鈴鹿市 11899 11802 11415 11154 10751 11003 10830 10733 
津市 15024 14834 14680 14532 14253 13972 13552 13136 










市 施設 公･私立 園数 在籍児 合計 定員充足率 
鈴鹿市 保育所 公立 10 1206 4763 101.0％ 
私立 31 3557 
幼稚園 公立 19 662 2459 67.8％ 
私立 8 1797 
津市 保育所 公立 26 2397 5772 103.5％ 
私立 31 3375 
幼稚園 国･公立 38 1819 3503 52.7％ 
私立 10 1684 
亀山市 保育所 公立 9 651 1087 99.2％ 
私立 5 436 
幼稚園 公立 5 391 696 非算出 




















 現況（H26） 調査 平成 27 年 平成 29 年 平成 31 年 
鈴鹿市 2166 ニーズ 2163 2100 2098 
確保量 2977 2854 2814 
津市 3503 ニーズ 3542 3411 3303 
確保量 5210 5210 5210 
亀山市 696 ニーズ 696 684 662 










 現況（H26） 調査 平成 27 年 平成 29 年 平成 31 年 
鈴鹿市 2875 ニーズ 3036 2896 2933 
確保量 3436 3424 3427 
津市 3503 ニーズ 3494 3365 3260 
確保量 3572 3587 3587 
亀山市 713 
（H25） 
ニーズ 743 750 726 










育の導入などによって、津市においては平成 29 年に、亀山市においては平成 31 年に解消する
としている。 
（表５）３号認定子どもの予測数 
 現況（H26） 調査 平成 27 年 平成 29 年 平成 31 年 
鈴鹿市 1616 ニーズ 1599 1605 1565 
確保量 1607 1652 1652 
津市 2264 ニーズ 2753 2695 2613 
確保量 2438▲315 2695 2695 
亀山市 443 
（H25） 
ニーズ 523 507 499 
確保量 458▲ 65 477▲30 508 
 
なお待機児童は三重県全体で平成 26 年４月 48 名（10 月 362 名）と報告されている。３市を







いて平成 26 年度までは認定こども園の設置はなかったが、平成 27 年４月に津市において私立
で１園スタートし、平成 28 年４月には亀山市で公立１園が設置される予定である。 
全国では平成 26 年 1359 園から、平成 27 年 2836 園へと倍増した。三重県においては平成 27


















































ニーズ 2223 2205 2169 
確保量 2223 2205 2169 
                         鈴鹿市の場合はのべ人数  
津市 
32 ヵ所 
のべ 12080 ニーズ 1469 1426 1390 
確保量 1364 ▲102 1328 ▲98 1390  
亀山市 
６ヵ所 
のべ 1643 ニーズ 257 251 245 
確保量 257 251 245 

















ニーズ 1546 1575 1606 





ニーズ 2128 2072 2021 





ニーズ 574 599 605 
確保量 574 599 605 









 平成 27 年 平成 29 年 平成 31 年 
鈴鹿市 ニーズ 48934 49340 48131 
確保量 48934 49340 48131 
年間利用希望のべ人数 
津市 ニーズ 9672 9407 9147 
確保量 9191 ▲481  9291 ▲116 9691  
亀山市 ニーズ 2192 2133 2098 




成 26 年度にひろば型２ヵ所を増やし、10 ヵ所で対応することになった。津市においては現行
15 ヶ所で開設しているが、平成 27 年度２ヵ所の増設と認定子ども園における子育て支援事業
の開始、平成 31 年度にさらに１ヵ所増設の計画を示し需要に応える体制をとっている。亀山市




















 平成 27 年 平成 29 年 平成 31 年 




































鈴鹿市は 15 ヵ所の保育所で実施。津市は 19 ヵ所の保育所で実施、平成 25 年度はのべ 2501 人
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The Future of Education of Young Children and Childcare  
at the Local Level 
A Study Based on the Discussions of Local Committees for The Implementation  
of The Comprehensive Support System for Children and Child-rearing 
 
Takashi Nagasawa, Tetuhisa Taguchi 
 
Abstract 
The implementation of “The Comprehensive Support System for Children and Child-
rearing” in April 2015 changed the methods for supporting child-rearing in Japan. From 
2014, the two authors of this article were involved in establishing the guidelines for 
supporting child-rearing in the city of Suzuka (Nagasawa), Tsu and Kameyama (Taguchi). 
Based on the discussions of “The Committee for the Implementation of The Comprehensive 
Support System for Children and Child-rearing” in the above-mentioned cities, this article 
aims to explain the current situation regarding education and childcare (nursery, 
kindergarten, centers for early childhood education and care) and child-rearing support 
(extended-hours childcare, after-school childcare, child-rearing support centers, on-demand 
childcare) in Japan.   
 
Key Words: The Comprehensive Support System for Children and Child-rearing, The 
Committee for the Implementation of The Comprehensive Support System for 
Children and Child-rearing, centers for early childhood education and care, the 
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